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は
じ
め
に

　

敗
戦
後
、
日
本
は
連
合
国
軍
の
占
領
下
に
お
か
れ
、
上
か
ら
の
民
主
化
政
策
で
あ
る
労
働
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。
一
九
四
七
年
九
月
、

労
働
省
が
新
設
さ
れ
、
八
時
間
労
働
制
を
定
め
た
労
働
基
準
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
労
働
省
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
婦
人
少
年
局
、

そ
し
て
、
全
国
の
都
道
府
県
に
地
方
職
員
室
（
滋
賀
県
で
は
滋
賀
職
員
室
）
が
設
置
さ
れ
た
。
労
働
省
婦
人
少
年
局
滋
賀
職
員
室
は
、
名

前
の
通
り
労
働
省
直
属
の
滋
賀
県
に
お
け
る
出
先
機
関
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
労
働
省
婦
人
少
年
局
滋
賀
職
員
室
に
つ
い
て
、
一
九
七
〇

年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
滋
賀
県
史　

昭
和
編
』
全
七
巻
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
詳
細
な
滋
賀
県

商
工
労
働
部
労
政
課
『
滋
賀
県
労
働
運
動
年
表　

昭
和
20
―
34
年
』
（
一
九
六
二
年
）
一
〇
三
頁
に
、
一
九
五
二
年
八
月
一
日
、
「
労
働
省

婦
人
少
年
局
滋
賀
職
員
室
を
滋
賀
婦
人
少
年
室
と
改
称
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
地
方
職
員
室
は
、
前
記
の
よ
う
に
一
九
五
二
年
に
、
婦

人
少
年
室
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
女
性
少
年
室
を
経
て
、
現
在
の
（
労
働
局
）
雇
用
均
等
室
に
至
る
。
『
滋
賀
県
史　

昭
和
編
』
に
年
表
も

含
め
て
、
記
述
が
な
い
の
は
、
滋
賀
職
員
室
が
県
の
組
織
で
な
い
こ
と
か
ら
、
視
野
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
労
働

省
婦
人
少
年
局
、
そ
し
て
地
方
職
員
室
が
、
女
性
解
放
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
に
活
動
し
た
意
義
は
大
き
く
、
こ
の
滋
賀
県
で
の
滋

賀
職
員
室
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
滋
賀
県
史
を
研
究
す
る
う
え
で
欠
く
こ
と
が
出
来
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

【
研
究
ノ
ー
ト
】
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労
働
省
婦
人
少
年
局
に
つ
い
て
の
最
新
の
研
究
で
あ
る
長
志
珠
絵
「
労
働
省
婦
人
少
年
局
と
地
方
職
員
室
・
序
説
」 

に
、G

H
Q
/
S
C
A
P

の

E
S
S
=

経
済
科
学
局
労
働
課
に
勤
務
す
る
女
性
ス
タ
ッ
フ
で
、
労
働
改
革
を
推
進
し
た
マ
リ
ア
・
ミ
ー
ド
・
ス
ミ
ス
の
帰
国
が
発
表
さ
れ
る

と
、
二
七
府
県
の
職
員
室
か
ら
お
礼
の
手
紙
が
送
ら
れ
た
こ
と
が
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
滋
賀
県
か
ら
は
、
主
任
武
部

静
枝
、
室
員
梶
田
福
子
、
室
員
奥
居
美
代 

(

写
1
）
の
三
人
の
連
名
で
出
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
筆
者
は
今
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
滋
賀
職
員
室
の
活
動
に
つ
い
て
調
査
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
本
稿
で
は
ま

ず
、
当
時
の
新
聞
資
料
、
滋
賀
県
の
場
合
は
、『
朝
日
新
聞
滋
賀
版
』
で
滋
賀
職
員
室
の
活
動
が
記
事
に
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
（
以
下
、

新
聞
記
事
と
い
う
の
は
『
朝
日
新
聞
滋
賀
版
』
の
新
聞
記
事
を
さ
す
）
。
ま
た
主
任
を
務
め
た
武
部
静
枝
、
室
員
梶
田
福
子
の
経
歴
を
調
べ
る
。

そ
れ
か
ら
一
九
五
〇
年
二
月
一
〇
日
作
成
の
奥
居
美
代
の
履
歴
書
を
資
料
と
し
て
用
い
る
。
情
報
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
始
め
、

少
し
で
も
滋
賀
職
員
室
の
活
動
の
実
態
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

一
、
労
働
省
婦
人
少
年
局
滋
賀
職
員
室
の
主
任
・
室
員
に
つ
い
て

　

一
九
四
七
年
九
月
一
日
、
労
働
省
婦
人
少
年
局
が
発
足
し
、
山
川
菊
栄
が
局
長
に
就
任
し
た
。
時
の
政
権
は
片
山
哲
首
相
の
社
会
党
首

班
内
閣
（
社
会
党
米
窪
満
亮
労
相
）
で
あ
っ
た
。
婦
人
少
年
局
地
方
職
員
室
は
、
本

局
に
遅
れ
る
こ
と
半
年
、
翌
四
八
年
三
月
、
設
置
さ
れ
た
。
山
川
の
強
い
意
向
で
、

主
任
を
女
性
に
限
る
だ
け
で
な
く
、
一
般
職
員
も
全
員
女
性
で
あ
っ
た
。

　

滋
賀
職
員
室
主
任
は
、
滋
賀
県
選
出
社
会
党
代
議
士
堤
ツ
ル
ヨ
が
自
薦
し
て
き
た

が
、
退
け
ら
れ
、
一
九
四
八
年
五
月
、
就
任
し
た
の
は
前
述
し
た
武
部
静
枝
で
あ
っ

た
。
武
部
は
、
一
八
九
七
年
生
ま
れ
、
当
時
五
一
歳
。
石
川
女
子
師
範
学
校
を
卒
業
後
、

石
川
県
で
小
学
校
教
員
を
務
め
た
。
一
九
三
〇
年
ま
で
に
満
洲
に
わ
た
り
、
鞍
山
な
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ど
で
学
校
の
教
壇
に
立
っ
て
い
た
。
満
洲
か
ら
引
き
揚
げ
後
、
滋
賀
と
か
か
わ
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
武
部
は
、

滋
賀
職
員
室
が
滋
賀
婦
人
少
年
室
と
改
称
後
も
、
室
長
を
一
九
五
六
年
三
月
ま
で
続
け
た
。
そ
の
後
、
奈
良
に
婦
人
少
年
室
長
と
し
て
赴
任
、

一
九
六
一
年
六
月
、
婦
人
少
年
局
に
転
出
後
、
月
末
に
退
職
し
た
。
な
お
、
武
部
が
奈
良
に
転
出
後
、滋
賀
の
婦
人
少
年
室
長
を
務
め
た
の
は
、

山
梨
婦
人
少
年
室
長
か
ら
赴
任
し
た
平
霞
で
あ
っ
た
。

　

梶
田
福
子
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
職
員
室
に
赴
任
す
る
前
の
経
歴
は
、
調
査
し
た
が
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
滋
賀
で
い
つ
ま
で
勤

め
て
い
た
の
か
も
、
不
明
で
あ
る
。
遅
く
と
も
、
一
九
六
一
年
ま
で
に
鳥
取
婦
人
少
年
室
長
に
赴
任
し
て
い
た
。
順
不
同
で
あ
る
が
（
以
下
、

『
婦
人
と
年
少
者
』
各
号
に
よ
る
）
、
そ
の
後
、
山
梨
、
静
岡
、
岐
阜
、
奈
良
、
香
川
な
ど
の
婦
人
少
年
室
長
（
兵
庫
で
は
室
長
補
佐
）
を

歴
任
し
、
一
九
八
四
年
三
月
、
福
岡
婦
人
少
年
室
長
を
最
後
に
退
職
し
た
。
一
九
四
八
年
五
月
、
滋
賀
職
員
室
に
赴
任
し
た
の
は
、
二
〇

代
前
半
と
推
定
で
き
る
。
な
お
梶
田
は
、
滋
賀
職
員
室
時
代
と
姓
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

次
に
、
奥
居
美
代
に
つ
い
て
「
履
歴
書
」
を
も
と
に
記
す
。
奥
居
は
、
一
九
二
五
年
九
月
生
ま
れ
、
一
九
四
五
年
九
月
、
名
古
屋
の
金

城
女
子
専
門
学
校
家
政
科
を
繰
り
上
げ
卒
業
し
た
。
愛
知
犬
上
地
方
事
務
所
を
経
て
、
一
九
四
七
年
九
月
か
ら
、
滋
賀
労
働
基
準
局
に
勤

務
（
嘱
託
）
す
る
。
そ
し
て
、
一
九
四
八
年
五
月
一
〇
日
、
婦
人
少
年
局
滋
賀
職
員
室
に
赴
任
（
三
級
官
同
格
）
し
た
。
奥
居
二
二
歳
で

あ
る
。
翌
四
九
年
一
〇
月
一
日
、
滋
賀
職
員
室
の
定
員
が
、
三
名
か
ら
二
名
に
削
減
さ
れ
、
そ
の
あ
お
り
を
う
け
て
、
奥
居
は
労
働
基
準

局
に
転
じ
た
。
こ
の
間
、
一
九
四
八
年
一
二
月
に
衛
生
管
理
者
免
状
を
取
得
し
て
い
る
。

　
　

二
、
婦
人
少
年
局
滋
賀
職
員
室
の
活
動

　

労
働
省
は
、
婦
人
少
年
局
地
方
職
員
室
に
つ
い
て
、
婦
人
少
年
局
の
職
員
が
直
接
都
道
府
県
に
配
置
さ
れ
た
と
位
置
づ
け
、
次
の
事
項

を
仕
事
と
定
め
た
。
地
方
職
員
室
は
つ
ね
に
労
働
基
準
局
と
連
携
を
保
っ
て
仕
事
を
進
め
た
。

　
　

１　

婦
人
及
び
年
少
労
働
者
に
特
殊
の
労
働
条
件
並
び
に
労
働
問
題
の
調
査
に
関
す
る
事
項

（
18
）
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２　

婦
人
の
地
位
向
上
そ
の
他
婦
人
問
題
の
調
査
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
事
項

　
　

３　

家
事
使
用
人
及
び
家
族
労
働
問
題
並
び
に
労
働
者
の
家
族
問
題
の
調
査
に
関
す
る
事
項

　
　

４　

婦
人
労
働
問
題
、
年
少
労
働
者
問
題
及
び
婦
人
問
題
の
啓
蒙
宣
伝
に
関
す
る
事
項

　
　

５　

地
方
に
お
け
る
婦
人
労
働
問
題
、
年
少
労
働
問
題
及
び
婦
人
問
題
の
委
員
会
に
関
す
る
事
項

　
　

６　

婦
人
労
働
者
問
題
、
年
少
労
働
者
問
題
及
び
婦
人
問
題
に
つ
い
て
地
方
官
庁
、
都
道
府
県
及
び
関
係
各
方
面
と
の
連
絡
に
関
す 

　
　
　
　

る
事
項

　

労
働
基
準
法
の
宣
伝
普
及
、
婦
人
及
び
年
少
労
働
者
の
労
働
状
態
等
の
調
査
が
主
な
職
務
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
関
係
方
面
と
の

連
絡
調
整
も
重
要
な
仕
事
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
労
働
基
準
法
の
違
反
を
摘
発
・
臨
検
等
を
お
こ
な
う
労
働
基
準
局
の
職
務
と
は
重
な
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
地
方
職
員
室
は
、
予
算
な
ど
の
事
情
で
、
都
道
府
県
労
働
基
準
局
の
庁
舎
の
一
部
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
。
滋
賀
職

員
室
も
滋
賀
県
労
働
基
準
局
の
庁
舎
に
入
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
九
四
八
年
五
月
一
〇
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
、
婦
人
少
年
局
は
地
方
職
員
講
習
会
を
、
東
京
都
小
金
井
の
浴
恩
館
で
実
施
し
た
。

全
国
か
ら
職
員
室
主
任
お
よ
び
補
佐
員
八
六
名
が
出
席
し
た
。
前
述
（
注
7
）
の
よ
う
に
奥
居
も
出
席
し
て
い
る
。
当
然
滋
賀
職
員
室
主

任
武
部
は
出
席
し
た
（
梶
田
が
出
席
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
）
。
労
働
省
婦
人
少
年
局
が
発
行
し
た
『
婦
人
少
年
局
月
報
』
に
「
地
方
職
員

講
習
会
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
講
習
会
は
、
「
婦
人
少
年
局
の
出
先
機
関
で
あ
る
地
方
職
員
室
の
職
員
配
置
を
一

応
お
え
た
の
を
機
会
に
労
働
関
係
法
令
や
そ
の
他
の
所
掌
行
政
事
務
の
周
知
徹
底
と
そ
の
指
導
を
期
す
る
目
的
を
も
っ
て
」
い
た
。
こ
の

講
習
会
に
出
席
し
た
東
京
都
職
員
室
主
任
隅
谷
茂
子
は
、
の
ち
に
「
大
部
分
の
人
は
…
熱
情
に
あ
ふ
れ
、
…
初
対
面
の
人
び
と
が
、
た
ち

ま
ち
旧
知
の
よ
う
に
夜
お
そ
く
ま
で
語
り
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
つ
い
て
励
ま
し
あ
っ
た
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

「
婦
人
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
」
と
の
熱
い
思
い
の
女
性
た
ち
の
興
奮
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
集
合
写
真
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
山
川

菊
栄
婦
人
少
年
局
長
、
男
性
を
含
め
た
本
局
職
員
や
、
全
国
の
地
方
職
員
室
主
任
・
補
佐
員
の
ほ
か
、G

H
Q
/
S
C
A
P

の
男
性
一
人
、
マ
リ
ア
・

ミ
ー
ド
・
ス
ミ
ス
を
含
め
て
女
性
ス
タ
ッ
フ
三
人
も
写
っ
て
い
る
（
写
2
）
。

─53─

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）



　

婦
人
少
年
局
は
、
一
一
月
、
「
年
少
労
働
者
保
護
週
間
」
を
設
定
し
、
一
日
か

ら
一
〇
日
ま
で
「
年
少
労
働
者
保
護
運
動
」
に
取
り
組
ん
だ
。
労
働
省
は
こ
の

運
動
に
取
り
組
む
た
め
に
、
九
月
二
二
日
、
「
働
く
年
少
者
の
保
護
全
国
運
動
」

実
施
要
項
を
定
め
た
。
こ
の
運
動
の
目
的
は
、
年
少
労
働
者
に
関
す
る
規
則
を
定

め
た
労
働
基
準
法
が
施
行
さ
れ
て
一
年
を
記
念
す
る
行
事
で
あ
る
こ
と
と
、
年
少

労
働
者
の
保
護
の
重
要
性
を
一
般
国
民
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
九

月
、
一
○
月
を
準
備
期
間
と
し
て
、
準
備
活
動
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
指
示
さ
れ

た
。地
方
職
員
室
が
準
備
活
動
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
　

イ
、
各
地
方
の
協
力
団
体
の
設
け
る
実
行
委
員
会
に
つ
い
て
そ
の
結
成
の
斡　

 

　
　
　
　

旋
及
び
庶
務
を
行
う
と
と
も
に
協
賛
団
体
と
の
連
絡
に
あ
た
る
こ
と
。

　
　

ロ
、
協
力
団
体
及
び
各
事
業
所
の
準
備
活
動
中
、
そ
の
需
め
に
応
じ
て
ポ
ス　

 

　
　
　
　

タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
移
動
展
、
紙
芝
居
を
配
布
又
は
貸
与
す
る
等 

　
　
　
　

各
種
の
応
援
を
行
う
こ
と
。

　
　

ハ
、
本
省
計
画
の
実
態
調
査
又
は
本
運
動
に
関
す
る
予
備
調
査
を
準
備
し
又 

　
　
　
　

は
実
施
す
る
こ
と
。

　

協
力
団
体
と
は
、
使
用
者
団
体
、
労
働
者
団
体
、
婦
人
団
体
、
父
母
と
先
生
の

会
そ
の
他
関
係
団
体
で
あ
り
、
こ
の
運
動
の
主
流
と
さ
れ
た
。
協
賛
団
体
と
は
、

文
部
省
な
ど
の
各
官
庁
、
新
聞
社
、
放
送
協
会
、
映
画
館
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
社
で

あ
っ
た
。
ポ
ス
タ
ー
（
「
働
く
少
年
少
女
の
た
め
の
証
明
書
制
度
」
多
色
刷
）
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
（
「
使
用
許
可
証
明
書
と
年
令
証
明
書
は
働
く
年
少
者
と
使
用
者
の
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皆
さ
ん
を
守
り
ま
す
」
二
色
刷
）
、
移
動
展
示
会
用
絵
図
（
「
働
く
少
年
少
女
の
た
め
の
証
明
書
制
度
」
一
〇
枚
の
絵
図
）
、
紙
芝
居
（
「
楽

し
い
五
郎
君
」
二
〇
画
面
）
は
、
視
覚
に
訴
え
、
人
目
を
引
く
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
、
一
万
以
上
作
成
さ
れ
、
全
国

の
地
方
職
員
室
に
大
量
に
送
付
さ
れ
た
。
さ
ら
に
運
動
期
間
の
労
働
省
の
地
方
の
実
施
事
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
地
方
職
員
室
が

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
　

イ
、
協
力
団
体
、
協
賛
団
体
及
び
関
係
官
公
庁
等
の
応
援
を
得
て
運
動
期
間
中
一
般
市
民
の
立
ち
入
り
易
い
場
所
に
展
覧
会
を
開
催 

　
　
　
　

す
る
こ
と
。
展
覧
会
に
は
、
そ
の
地
方
の
職
業
指
導
、
職
業
補
導
、
労
働
保
護
、
労
働
教
育
、
児
童
福
祉
、
司
法
保
護
等
の
関 

　
　
　
　

係
資
料
を
判
り
易
く
展
示
し
、
労
働
者
使
用
者
は
勿
論
、
児
童
生
徒
及
び
父
母
と
先
生
の
参
観
に
供
す
る
こ
と
。　

　
　

ロ
、
展
覧
会
場
に
は
必
ず
働
く
年
少
者
相
談
所
を
併
設
し
て
労
働
基
準
監
督
署
、
公
共
職
業
安
定
所
、
公
共
職
業
補
導
所
、
労
政
事　

 

　
　
　
　

務
所
、
児
童
福
祉
、
司
法
関
係
官
の
出
席
を
求
め
、
来
訪
者
に
対
し
総
合
的
な
指
導
を
行
う
こ
と
。

　
　

ハ
、
婦
人
少
年
局
の
計
画
に
基
く
簡
単
な
働
く
年
少
者
の
実
態
調
査
又
は
世
論
調
査
を
本
運
動
の
一
環
と
し
て
行
う
こ
と
。
但
し
右
の 

　
　
　
　

実
施
時
期
は
運
動
期
間
と
一
部
ず
れ
て
も
差
支
え
な
い
こ
と
。

　

こ
の
週
間
中
、
一
一
月
一
〇
日
に
、
県
労
働
基
準
局
が
一
日
か
ら
年
少
労
働
者
使
用
の
事
業
所
の
調
査
を
行
い
、
「
休
日
、
時
間
外
労
働

な
ど
」
「
小
工
場
に
多
い
労
基
法
違
反
」
の
見
出
し
の
新
聞
記
事
が
載
っ
た
。

　

さ
ら
に
週
間
終
了
後
の
一
一
月
一
七
日
の
新
聞
に
、
滋
賀
職
員
室
に
つ
い
て
の
囲
み
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
記
事
の
全
文
を
紹
介
す
る
。

　
　

働
く
年
少
者
の
保
護
運
動
も
終
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
県
婦
人
少
年
局
職
員
室
へ
県
教
育
会
館
か
ら
「
使
用
料
千
六
百
円
、
内
金
千
円
を 

　
　

至
急
納
付
さ
れ
た
い
」
の
催
促
状
が
と
び
こ
ん
だ
。
同
室
が
本
省
か
ら
も
ら
っ
た
運
動
費
用
は
わ
ず
か
一
万
円
か
さ
ん
だ
大
会
費 

　
　

用
や
会
場
借
用
、
宣
伝
費
な
ど
に
悲
鳴
を
あ
げ
た
同
室
は
、
こ
の
催
促
状
を
見
て
ま
た
も
や
た
め
い
き
、
十
月
か
ら
三
ヶ
月
分
の
旅 

　
　

費
二
千
五
百
円
ま
で
も
な
く
な
っ
た
。
「
お
役
所
の
仕
事
は
ほ
ん
と
う
に
む
ず
か
し
い
こ
と
を
し
み
じ
み
味
わ
い
ま
し
た
ワ
」
と
係
の 

　
　

調
査
員
女
史
が
た
め
息
を
つ
い
て
い
る
。

　

本
省
か
ら
滋
賀
職
員
室
に
お
り
て
く
る
金
額
が
少
な
く
、
四
苦
八
苦
し
て
や
り
く
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
当
時
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の
小
学
校
教
員
の
初
任
給
は
二
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
県
教
育
会
館
を
会
場
に
し
て
、
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

「
働
く
年
少
者
保
護
運
動
」
に
つ
い
て
、
婦
人
少
年
局
は
、
「
い
ろ
い
ろ
な
成
果
を
お
さ
め
て
終
了
し
た
。
こ
の
運
動
の
主
な
目
的
は
年

少
労
働
者
に
関
す
る
基
準
規
則
の
施
行
を
み
て
か
ら
満
一
年
を
記
念
す
る
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
次
の
世
代
を
背
負
う
年
少
者
の
保
護

に
関
す
る
重
要
性
に
つ
い
て
国
民
一
般
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
拠
っ
て
、
こ
の
運
動
に
は
各
方
面
に
わ
た
る
関
係
団
体
は
も

と
よ
り
一
般
の
周
知
徹
底
を
強
調
す
る
た
め
に
、
新
聞
社
、
放
送
協
会
ニ
ュ
ー
ス
映
画
社
等
の
宣
伝
機
関
の
協
力
に
俟
つ
と
こ
ろ
が
多
か

っ
た
の
で
あ
る
」
と
総
括
し
て
い
る
。

　

婦
人
少
年
局
は
、
こ
の
「
保
護
運
動
」
の
各
種
集
会
に
参
加
し
た
年
少
労
働
者
を
対
象
に
、
「
働
く
少
年
少
女
の
メ
モ
」
と
題
す
る
質

問
票
を
配
布
し
、
年
少
労
働
者
の
労
働
及
び
労
働
態
度
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
っ
た
。
全
国
の
地
方
職
員
室
職
員
が
、
労
働
基
準
局
監
督

署
の
協
力
を
得
て
、
二
万
一
〇
八
五
名
の
回
答
結
果
を
、
本
省
に
報
告
し
た
。

　

当
時
は
、
中
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
就
職
す
る
、
年
少
労
働
者
が
多
か
っ
た
（
高
校
進
学
率
は
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
か
っ
た
）
。

滋
賀
職
員
室
職
員
が
、
中
学
校
校
長
を
対
象
に
、
労
働
基
準
法
に
つ
い
て
話
し
に
で
か
け
た
の
は
、
学
校
現
場
で
労
働
基
準
法
が
守
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
中
学
校
を
卒
業
し
て
就
職
し
た
生
徒
が
労
働
基
準
法
の
守
ら
れ
て
い
る
職
場
で
働
い
て
い
る

か
、
中
学
校
（
校
長
）
の
注
意
を
促
す
目
的
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
年
少
週
間
と
関
連
し
て
、
婦
人
少
年
局
に
よ
っ
て
、
労
働
基
準
法
に
よ
る
使
用
許
可
証
明
書
を
え
て
働
く
一
五
歳
未
満
の
年
少
者

の
調
査
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
た
（
一
九
四
九
年
八
月
）
。
全
国
の
地
方
職
員
室
が
、
労
働
基
準
局
に
提
出
さ
れ
た
使
用
許
可
証
明
書
の
記

載
事
項
を
調
査
し
た
結
果
で
あ
る
。
滋
賀
県
は
、
男
子
一
四
七
名
、
女
子
五
四
名
が
調
査
対
象
で
あ
っ
た
（
全
国
は
男
子
六
八
三
〇
名
、

女
子
八
九
三
名
）
。

　

翌
一
九
四
九
年
、
前
述
し
た
よ
う
に
、G

H
Q
/
S
C
A
P

の
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
マ
リ
ア
・
ミ
ー
ド
・
ス
ミ
ス
の
離
日
が
発
表
さ
れ
る
と
、
最

も
早
く
二
月
七
日
付
の
感
謝
の
手
紙
が
武
部
・
梶
田
・
奥
居
の
連
名
で
出
さ
れ
た
。
ほ
か
の
地
方
職
員
室
の
感
謝
の
手
紙
か
ら
推
測
す
る

と
、
浴
恩
館
で
の
講
習
会
の
体
験
、
職
員
室
を
直
接
訪
れ
て
の
指
導
・
助
言
が
大
き
な
感
銘
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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同
じ
年
、
婦
人
少
年
局
は
、
女
性
が
初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
（
一
九
四
六
年
）
四
月
一
〇
日
を
記
念
し
て
「
婦
人
の
日
」
と
定
め
、

四
月
一
〇
日
を
起
点
と
し
て
「
婦
人
週
間
」
が
一
六
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
「
婦
人
週
間
」
は
「
婦
人
の
実
質
的
な
地
位
の
向
上
を
図
る
た

め
に
、
婦
人
の
自
覚
を
促
し
、
男
子
の
理
解
と
協
力
を
も
と
め
る
事
を
目
的
と
し
て
」
い
た
。
「
週
間
中
の
目
標
は
（
一
）
婦
人
の
解
放
に

関
す
る
法
律
の
正
し
い
理
解
（
二
）
婦
人
の
地
位
の
向
上
を
妨
げ
て
い
る
種
々
の
原
因
を
明
確
に
す
る
こ
と
（
（
イ
）
婦
人
の
自
覚
の
不
足

（
ロ
）
封
建
制
の
残
存
（
ハ
）
経
済
的
条
件
の
劣
悪
）
（
三
）
婦
人
の
地
位
向
上
の
た
め
に
役
立
つ
既
存
施
設
の
周
知
徹
底
で
あ
る
。
協
力

機
関
は
関
係
各
官
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
、
民
生
委
員
連
盟
、
日
本
放
送
協
会
、
百
貨
店
協
会
、
婦
人
団
体
、
労
働
組
合
婦
人
部
、
生

活
協
同
組
合
同
盟
婦
人
対
策
部
等
で
各
協
力
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
も
つ
機
能
の
実
情
に
応
じ
て
、
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
自
主

的
に
種
々
の
催
し
を
行
う
事
に
な
っ
て
い
る
」
。
こ
の
週
間
の
た
め
に
ポ
ス
タ
ー
が
つ
く
ら
れ
た
。
「
も
っ
と
高
め
ま
し
ょ
う　

私
た
ち
の

力
を
！　

私
た
ち
の
地
位
を
！　

私
た
ち
の
自
覚
を
！
」
と
力
強
く
訴
え
、
手
に
書
を
か
か
え
た
都
市
の
女
性
と
赤
ち
ゃ
ん
を
背
負
っ
た

農
村
の
女
性
が
描
か
れ
て
い
た
。

　

こ
の
週
間
に
関
わ
っ
て
、
新
聞
に
、
四
月
一
二
日
か
ら
一
四
日
に
か
け
て
、
「
新
憲
法
下
男
女
同
権
が
確
立
さ
れ
、
日
本
婦
人
が
は
じ
め

て
議
会
議
員
を
選
挙
し
て
三
周
年
、
県
下
の
婦
人
が
ど
れ
ほ
ど
の
進
歩
を
見
せ
て
い
る
か
」
、
「
婦
人
を
語
る
紙
上
座
談
会
」
が
掲
載
さ
れ

た
。
「
話
す
人
」
は
大
津
地
裁
所
長
田
村
千
代
一
、
大
津
高
校
長
林
浩
、
県
社
会
教
育
課
飛
鳥
井
満
、
県
職
業
安
定
委
員
佐
藤
秀
、
労
働
省

婦
人
少
年
局
滋
賀
職
員
室
主
任
武
部
静
枝
、
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
教
育
課
松
浦
美
代
子
で
、
飛
鳥
井
以
降
は
女
性
、
婦
人
週
間
ら
し
く
女
性
が

六
人
中
四
人
、
過
半
数
を
占
め
た
。
武
部
が
質
問
す
る
形
式
で
記
事
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
武
部
の
み
発
言
を
紹
介
す
る
（
以
下
、
同
じ
）
。

　

「
民
法
の
改
正
に
現
れ
た
女
性
の
解
放
論
な
ど
口
で
は
誰
で
も
い
う
が
さ
て
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
知
ら
ぬ
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
」
「
裁
判
官
の
立
場
か
ら
見
て
婦
人
は
自
覚
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
私
ら
が
一
部
の
婦
人
と
話
し
合
っ
て
も

相
当
進
ん
だ
意
見
を
い
う
人
が
い
ま
す
が
、
こ
の
人
た
ち
の
中
で
も
家
庭
に
入
れ
ば
、
ま
た
家
庭
婦
人
と
な
っ
て
封
建
的
な
し
と
や
か
さ

ば
か
り
を
示
し
古
い
型
に
還
る
感
じ
を
受
け
る
人
も
あ
る
の
で
す
が
…
」「
女
性
の
事
件
で
ど
ん
な
の
が
多
い
で
し
ょ
う
か
」
。
見
出
し
は
、

「
自
覚
が
ま
だ
足
ら
ぬ　

多
い
女
性
か
ら
の
離
婚
申
立
」
（
四
月
一
二
日
）
。
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「
家
庭
婦
人
と
し
て
は
新
憲
法
に
対
す
る
自
覚
も
理
解
も
低
い
が
職
場
女
性
は
そ
の
点
認
識
が
強
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
職
場
の
明
る
さ
は

ど
う
で
し
ょ
う
」
「
会
社
や
工
場
で
は
全
部
労
基
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
が
実
施
後
ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
労

組
で
の
女
性
の
地
位
な
ど
は
…
」
。
見
出
し
は
「
「
家
庭
」
の
カ
ラ
を
破
れ　

明
る
く
な
っ
た
職
場
の
女
性
」
（
四
月
一
三
日
）
。

　

「
飛
鳥
井
先
生
は
地
方
の
婦
人
会
を
通
じ
て
感
じ
ら
れ
る
も
の
は
…
」
「
生
活
改
善
や
家
庭
経
済
方
面
は
」
「
男
女
共
学
の
収
穫
は
」
「
親

も
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
点
は
」
「
女
の
生
徒
で
独
立
に
つ
い
て
の
自
覚
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
経
済
力
を
持
つ
こ
と
が
同
権
へ
の
第
一
歩
で

す
が
…
」
。
見
出
し
は
「
ま
だ
多
い
引
込
み
思
案　

時
間
浪
費
を
や
め
て
能
率
的
に
」
（
四
月
一
四
日
）
。

　

男
女
同
権
を
う
た
っ
た
新
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
民
法
も
改
正
さ
れ
て
、
時
代
の
空
気
は
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
多
く
の
女
性
は
ま
だ

ま
だ
古
い
考
え
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
「
婦
人
週
間
」
の
「
地
方
に
お
け
る
行
事
」
、
滋
賀
県
と
は
明
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
催
し
が
行
わ
れ
た
か
、
参
考
ま
で
に
紹
介
す
る
。
「
地
方
職
員
室
が
主
催
、
共
催
及
び
後
援
し
た
も
の
の
中
、
婦

人
大
会
、
講
演
会
、
討
論
会
、
公
聴
会
は
一
九
三
件
、
社
会
施
設
等
の
見
学
は
一
六
件
で
、
展
示
会
、
バ
ザ
ー
等
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
も

あ
る
」
。
こ
の
婦
人
週
間
に
開
催
さ
れ
た
講
演
会
、
討
論
会
等
の
会
合
に
参
加
し
た
婦
人
を
対
象
に
、
婦
人
少
年
局
は
、
婦
人
の
地
位
に
つ

い
て
の
意
識
調
査
を
全
国
で
行
っ
た
。
各
都
道
府
県
で
一
か
所
、
地
方
職
員
室
職
員
が
調
査
用
紙
を
配
布
し
、
回
収
し
た
。
滋
賀
県
で
は
、

一
八
三
枚
配
布
し
、
一
一
〇
枚
有
効
回
収
さ
れ
た
。
回
収
率
は
、
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
（
全
国
で
は
、
一
万
一
一
七
八
枚
配
布
さ
れ
、
五
、

七
一
一
枚
回
収
。
回
収
率
は
、
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
全
国
平
均
を
や
や
上
回
っ
た
。

　

さ
ら
に
八
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
労
働
省
主
唱
の
「
働
く
婦
人
の
福
祉
増
進
運
動
」
が
実
施
さ
れ
た
。
全
国
の
労
資
団
体
、
婦
人
団

体
等
が
主
催
し
て
、
関
係
官
公
庁
協
賛
の
下
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
運
動
は
、
「
働
く
婦
人
自
身
の
自
覚
を
う
な
が
し
、
実
力
を
養
い
、
一
般

社
会
の
婦
人
労
働
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
い
た
。
「
運
動
の
目
標
は
つ
ぎ
の
七
つ
」
、
「
１
，
組
合
活
動
の
促
進
―

婦
人
も
活
発
に
組
合
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
」
「
２
，
労
働
条
件
の
改
善
―
婦
人
の
働
く
条
件
を
高
め
ま
し
ょ
う
」
「
３
，
厚
生
福
利
施

設
の
拡
充
―
婦
人
の
働
き
や
す
い
施
設
を
と
と
の
え
ま
し
ょ
う
」
「
４
，
雇
用
機
会
の
拡
大
―
婦
人
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
の
ば
し
ま
し
ょ

う
」
「
５
、
職
業
能
力
の
向
上
―
職
場
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
婦
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
「
６
，
健
康
増
進
―
働
く
婦
人
の
健
康
を
ま
も
り
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ま
し
ょ
う
」
「
７
，
文
化
の
向
上
―
働
く
婦
人
の
教
養
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
」
。
「
全
国
一
せ
い
に
、
八
月
一
日
に
働
く
婦
人
大
会
を
も
つ
予

定
で
あ
り
、
こ
の
大
会
で
は
、
働
く
婦
人
の
職
場
の
実
情
報
告
を
発
表
し
、
記
録
に
と
っ
て
、
記
念
出
版
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
記
念
出
版
で
あ
る
労
働
省
婦
人
少
年
局
『
働
く
婦
人
の
声
』
（
一
九
五
〇
年
）
に
滋
賀
県
か
ら
は
、
島
村
雪
（
大
津
赤
十
字
病
院
）
「
健

康
増
進
」
と
西
村
あ
さ
（
大
津
市
立
膳
所
小
学
校
教
諭
）
「
文
化
の
向
上
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
滋
賀
県

か
ら
の
報
告
は
一
八
本
あ
り
、と
く
に
日
清
紡
績
能
登
川
工
場
か
ら
六
本
、
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
株
式
会
社
か
ら
二
本
の
報
告
が
あ
っ
た
。
な
お
、

こ
の
運
動
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
は
な
い
。

　
　

お
わ
り
に

　

「
働
く
年
少
者
の
保
護
運
動
」
「
婦
人
週
間
」
「
婦
人
の
福
祉
増
進
運
動
」
は
、
実
施
後
、
全
国
の
地
方
職
員
室
か
ら
実
施
状
況
を
報
告
さ

せ
、
そ
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、
毎
年
同
じ
時
期
に
実
施
さ
れ
た
。
た
だ
、
「
働
く
年
少
者
の
保
護
運
動
」
の
取
り
組
み
で
、
新
聞
記
事
を

紹
介
し
た
よ
う
に
、
予
算
が
少
な
く
、
繰
り
返
し
滋
賀
職
員
室
は
「
旅
費
・
通
信
費
の
増
額
」
を
求
め
た
が
、
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

滋
賀
職
員
室
に
つ
い
て
、
一
九
四
八
年
五
月
か
ら
奥
居
が
滋
賀
職
員
室
か
ら
労
働
基
準
局
へ
転
出
す
る
四
九
年
一
〇
月
ま
で
の
一
年
半
近

く
の
活
動
を
見
て
き
た
。
こ
の
論
稿
で
は
、
滋
賀
職
員
室
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
こ
こ
ま
で
に
と
ど
め
る
（
前
述
し
た
よ
う
に
、
滋
賀
職

員
室
の
活
動
は
一
九
五
二
年
七
月
ま
で
）
。　
　
　

　

短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
地
方
職
員
室
の
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
と
し
て
、
女
性
の
地
位
向
上
に
つ
と
め
た
、
奥
居
個
人
に
目
を
向

け
る
。
奥
居
の
「
履
歴
書
」（
前
述
と
一
部
重
複
）
に
よ
る
と
、
婦
人
少
年
局
滋
賀
職
員
室
勤
務
を
命
じ
ら
れ
た
一
九
四
八
年
五
月
一
〇
日
、

労
働
省
事
務
補
佐
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
（
三
級
官
同
格
、
四
号
手
当
）
。
前
の
勤
務
先
で
あ
る
滋
賀
労
働
基
準
局
に
嘱
託
せ
ら
れ
る
と
あ

る
の
で
、
滋
賀
職
員
室
で
も
嘱
託
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
、
と
思
わ
れ
る
。
給
与
は
途
中
で
五
級
四
号
俸
に
な
り
、
翌
四
九
年
六
月
、
人

事
院
規
則
臨
時
職
員
制
度
廃
止
に
よ
り
、
形
だ
け
だ
が
離
職
し
、
雇
で
地
方
職
員
室
勤
務
を
続
け
た
。
不
安
定
な
臨
時
職
員
、
人
員
削
減
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の
対
象
に
な
っ
た
の
は
う
な
ず
け
る
。

　

一
九
五
〇
年
三
月
、
奥
居
は
、
体
調
を
崩
し
て
自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
精
神
的
な
葛
藤
も
抱
え
な
が
ら
、
「
と
も
し
び
」
と
題
す

る
自
ら
の
思
い
を
ノ
ー
ト
に
書
き
始
め
た
。
「
四
月
十
一
日　

梶
田
さ
ん
…
見
舞
に
来
ら
れ
る
」
と
、
梶
田
福
子
が
見
舞
い
に
来
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
婦
人
週
間
に
寄
せ
て
」
と
題
し
て
、
ま
と
ま
っ
た
文
章
を
書
き
記
し
て
い
る
。
参
政
権
を
女
性
が
行
使
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
女
性
の
国
会
議
員
が
選
出
さ
れ
、
憲
法
・
法
律
で
も
男
女
平
等
が
う
た
わ
れ
た
が
、
女
性
の
多
く
は
ま
だ
ま
だ
古
い
意

識
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
。
奥
居
は
、
女
性
の
地
位
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
女
性
が
「
真
剣
に
」
努
力
し
て
、
与
え
ら
れ
た
女
性
の
権
利

を
実
質
化
す
る
と
と
も
に
、
「
発
言
の
機
会
を
婦
人
に
与
え
よ
」
と
社
会
の
側
の
責
任
も
指
摘
し
た
。
最
後
に
そ
れ
を
紹
介
す
る
（
明
ら
か

な
誤
字
は
訂
正
し
、
適
宜
、
句
読
点
を
付
し
た
）
。

　
　
　

婦
人
参
政
権
が
与
え
ら
れ
て
四
ヶ
年
。
私
達
が
清
い
一
票
を
投
ず
る
権
利
を
与
え
ら
れ
て
か
ら
（
昭
和
二
十
一
年
四
月
十
日
）
四　
　
　

 

　
　

年
目
。
私
達
女
性
が
一
個
の
人
格
と
し
て
認
め
ら
れ
た
日
で
あ
る
。
妻
は
無
能
力
者
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
時
が
来
た
の
で
あ
る
。
（
中　

 

　
　

略
）

　
　
　

終
戦
後
と
共
に
、
民
主
主
義
は
取
入
れ
ら
れ
、
こ
こ
に
天
か
ら
の
授
か
り
物
の
如
く
私
達
に
与
え
ら
れ
た
。
私
達
は
こ
れ
が
真
に
如　

 

　
　

何
な
る
も
の
で
あ
る
か
よ
く
理
解
し
な
い
で
喜
ん
だ
。
こ
れ
ら
は
労
せ
ず
に
授
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
我
々
が
血
を 

　
　

流
し
て
獲
得
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
か
ら
。
し
か
し
敗
戦
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
只
一
つ
の
婦
人
の
喜
び
で
あ
る
。(

中
略)

け
れ 

　
　

ど
も
果
し
て
婦
人
は
ど
れ
だ
け
向
上
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、進
歩
し
た
で
あ
ろ
う
か
。今
す
ぐ
に
そ
の
成
果
を
み
る
の
は
む
ず
か
し
い
。

　
　
　

教
育
の
機
会
均
等
、
男
女
共
学
に
よ
り
今
ま
で
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
取
除
か
れ
る
。
職
業
選
択
機
会
均
等
。
特
殊
技
能
修
得
、 

　
　

男
女
同
一
賃
金
と
進
め
ば
何
等
婦
人
と
し
て
の
差
を
認
め
な
い
。
（
中
略
）
一
般
社
会
の
考
え
が
現
在
ま
で
の
か
ら
か
ら
脱
し
て
、
女 

　
　

性
を
色
眼
鏡
で
み
る
こ
と
な
し
に
一
個
の
人
間
と
し
て
認
め
れ
ば
よ
い
様
に
、
ま
た
そ
の
技
能
を
発
揮
出
来
得
る
様
に
、
女
性
の
労 

　
　

働
条
件
の
向
上
を
計
る
。

　
　
　

家
庭
婦
人
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家
庭
生
活
の
合
理
化
。
社
会
的
関
心
を
持
ち
、
社
会
に
進
出
。
婦
人
会
の
運
動
促
進
し
、
互
に
研
究
し
合
う
。

　
　
　

農
村
婦
人

　
　

封
建
制
打
破
。
婦
人
の
自
覚
と
第
三
者
の
理
解
啓
蒙
を
計
る
。
休
養
を
与
え
る
。

　
　

「
先
ず
必
要
な
事
は
発
言
の
機
会
を
婦
人
に
与
え
よ
」

　
　

私
達
は
或
る
レ
ベ
ル
ま
で
上
る
の
に
真
剣
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。　

 （
1
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
監
修
・『
性
差
の
日
本
史
』
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編 

　
　

『
新
書
版　

性
差(

ジ
ェ
ン
ダ
ー)

の
日
本
史
』（
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ　

 

　
　

ナ
ル
新
書
、
二
〇
二
一
年
）
、
一
八
八
～
一
九
一
頁
。『
企
画
展
示　

性
差(

ジ 

　
　

ェ
ン
ダ
ー)

の
日
本
史
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
二
〇
年
）
、
二
四
六 

　
　

～
二
四
九
頁
、
二
五
二
頁
。
執
筆
は
、
い
ず
れ
も
長
志
珠
絵
。

（
2
）『
滋
賀
県
史　

昭
和
編
』
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
滋
賀 

　
　

県
年
表
』（
一
九
八
五
年
）
は
、
滋
賀
県
労
働
基
準
局
に
つ
い
て
、
記
載
し
て 

　
　

い
る
。

（
3
）『
滋
賀
県
史　

昭
和
編
』
だ
け
で
な
く
、『
新
大
津
市
史
』
（
一
九
六
二
年
）
、　

 

　
　

『
新
修
大
津
市
史
（
現
代
）
第
六
巻
』（
一
九
八
三
年
）
に
も
記
述
が
な
い
。

（
4
）
県
史
の
年
表
で
、労
働
省
婦
人
少
年
局
地
方
職
員
室
の
名
称
を
記
す
例
は
、 

　
　

い
く
つ
か
あ
る
。
し
か
し
、本
文
で
そ
の
活
動
を
記
述
し
て
い
る
県
史
は『
新 

　
　

編
埼
玉
県
史　

通
史
編
７　

現
代
』（
一
九
九
一
年
）
の
み
で
、
ほ
か
に
『
兵　

 

　
　

庫
県
労
働
運
動
史　

戦
後
１
』（
一
九
八
三
年
）
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

　
　

い
ず
れ
も
執
筆
者
は
鈴
木
裕
子
で
あ
る
。
鈴
木
は
、
山
川
菊
栄
記
念
会
の

　
　

世
話
役
を
務
め
、『
山
川
菊
栄
集
』
全
一
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
～　
　

 

　
　

一
九
八
二
年
）
の
実
質
的
な
編
者
で
、
近
年
も
『
忘
れ
ら
れ
た
思
想
家　
　

 　
　

山
川
菊
栄
』(

梨
の
木
舎
、
二
〇
二
二
年)

を
上
梓
し
、
労
働
省
婦
人
少 

　
　

年
局
時
代
の
山
川
菊
栄
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。

（
5
）
長
志
珠
絵
「
労
働
省
婦
人
少
年
局
と
地
方
職
員
室
・
序
説
」
（
『
国
立
歴
史 

　
　

民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
三
五
号
、
二
〇
二
二
年
、
三
四
四
頁
）
。
以
下
、 

　
　

地
方
職
員
室
の
制
度
的
・
全
体
的
な
位
置
づ
け
や
特
質
に
つ
い
て
は
、
こ 

　
　

の
論
稿
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

（
6
）
竹
前
栄
治
『
証
言
日
本
占
領
史
―
Ｇ
Ｈ
Ｑ
労
働
課
の
群
像
』（
岩
波
書
店
、 

　
　

一
九
八
三
年
）
、
一
八
八
～
一
九
一
頁
に
、
ミ
ー
ド
・
ス
ミ
ス
の
イ
ン
タ 

　
　

ビ
ュ
ー
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
執
筆
者
の
母
、
八
耳
（
旧
姓
奥
居
）
美
代
（
一
九
二
五
～
二
〇
二
二
）
で 

　
　

あ
る
。
母
が
大
切
に
し
て
い
る
書
類
の
な
か
に
、
母
の
履
歴
書
（
履
歴
書 

　
　

に
つ
い
て
は
の
ち
に
記
述
す
る
）
や
名
刺
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
山
川
菊　
　
　

 
　
　

栄
ら
と
一
緒
に
写
っ
て
い
る
集
合
写
真
が
あ
っ
た
。
二
〇
一
五
年
に
滋
賀 

　
　

労
働
基
準
局
を
訪
ね
、
記
録
が
残
っ
て
い
る
か
を
尋
ね
た
。
記
録
が
あ
り
、 

　
　

「
婦
人
少
年
室
」（
正
し
く
は
「
職
員
室
」）
か
ら
転
入
し
、
一
九
五
二
年
七 

　
　

月
に
退
職
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

（
8
）
前
記
し
た
鈴
木
裕
子
や
長
志
珠
絵
の
研
究
に
よ
っ
て
、
婦
人
少
年
局
の
取　
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（
52
）



　
　

り
組
み
は
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
地
方
職
員
室
の
活
動
に
つ
い 

　
　

て
は
、
前
記
の
鈴
木
が
担
当
し
た
埼
玉
・
兵
庫
以
外
は
、
究
明
が
遅
れ
て
い 

　
　

る
。本
研
究
は
、滋
賀
職
員
室
を
事
例
に
、地
方
職
員
室
が
ど
の
よ
う
に
活
動　

 

　
　

し
て
い
た
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

（
9
）
山
川
菊
栄
自
身
の
婦
人
少
年
局
長
時
代
に
か
か
わ
る
お
も
な
言
説
は
『
山　

 

　
　

川
菊
栄
集
第
七
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
解 

　
　

題
は
鈴
木
裕
子
が
担
当
し
た
。

（
10
）
実
際
に
活
動
が
始
ま
る
の
は
、
五
月
、
地
方
職
員
講
習
会
終
了
後
か
ら
で
あ 

　
　

る
。

（
11
）
山
川
は
、
自
ら
地
方
に
赴
き
、
直
接
面
接
す
る
な
ど
し
て
、
職
員
室
主
任
を 

　
　

決
め
て
い
っ
た
。
「
山
川
人
事
」
と
も
よ
ば
れ
た
（
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
『
女 

　
　

の
戦
後
史
１　

昭
和
２
０
年
代
』
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
、
一
五
二 

　
　

頁
、参
照
。こ
の「
労
働
省
婦
人
少
年
局
」の
執
筆
者
も
鈴
木
裕
子
で
あ
る
）。

（
12
）「
座
談
会　

婦
人
少
年
局
五
ヶ
年
の
歩
み
」（『
婦
人
と
年
少
者
』一
号
、一
九
五

　
　

三
年
、
一
九
頁
）
。

（
13
）『
奈
良
県
年
鑑　

昭
和
三
二
年
』
（
大
和
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
五
六
年
、
四

　
　

六
一
頁
）な
ど
を
参
照
。　
　

（
14
）『
大
正
十
四
年
七
月　

石
川
県
学
事
関
係
職
員
録
』（
石
川
県
教
育
会
、一
九
二 

　
　

五
年
）
、
一
三
頁
な
ど
。

（
15
）
中
等
教
科
書
協
会
編
『
昭
和
五
年
五
月
現
在　

中
等
教
育
諸
学
校
職
員
録
』 

　
　

（
中
等
教
科
書
協
会
、
一
九
三
〇
年
）
、
一
三
〇
八
～
一
三
〇
九
頁
。

（
16
）「
地
方
職
員
室
主
任
は
、…
家
庭
の
奥
さ
ん
が
い
た
り
、先
生
が
い
た
り
」（
谷　

 

　
　

野
せ
つ
「
創
成
期
の
労
働
省
婦
人
少
年
局
長
時
代
Ⅰ
」
山
川
菊
栄
生
誕
百
年 

　
　

を
記
念
す
る
会
編
『
現
代
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
山
川
菊
栄
』
大
和
書
房
、
一
九 

　
　

九
〇
年
、
四
五
頁
）
。

（
17
）
前
掲
『
奈
良
県
年
鑑
』
四
六
一
頁
は
、「
奈
良
婦
人
少
年
室
長
」、「
昭
和
三
一 

　
　

年
現
職
」と
し
て
い
る
。

（
18
）「
婦
人
少
年
局
ニ
ュ
ー
ス
」（
『
婦
人
と
年
少
者
』
九
巻
七
号
、
一
九
六
一
年
） 

　
　

参
照
。

（
19
）『
昭
和
三
十
二
年　

滋
賀
年
鑑
』
（
滋
賀
日
日
新
聞
社
、
一
九
五
六
年
）
、　

 

　
　

五
〇
一
頁
。

（
20
）
鳥
取
県
商
工
労
働
部
労
政
課
『
昭
和
36
年
版　

労
働
組
合
名
鑑
』（
一
九
六
一　
　

 

　
　

年
）
、
八
七
頁
。

（
21
）労
働
省
編
『
労
働
行
政
史　

第
二
巻
』
（
労
働
法
令
協
会
、
一
九
六
九
年
、 

　
　

一
六
五
～
一
六
七
頁
）
に
よ
る
と
、
婦
人
少
年
局
の
定
員
が
、
発
足
時
の　

 

　
　

三
一
三
人
（
本
局
九
一
人
、
地
方
二
二
二
人
。
こ
の
定
員
は
う
ま
っ
て
い 

　
　

な
か
っ
た
）
か
ら
、
一
九
四
九
年
二
月
の
閣
議
決
定
に
基
づ
く
行
政
整 

　
　

理
に
よ
り
、
二
四
八
人
（
九
九
／
一
四
九
）
に
減
員
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、 

　
　

一
九
四
九
年
九
月
、
嘱
託
制
度
の
廃
止
に
よ
り
一
七
四
人
（
七
〇
／ 

　
　

一
〇
四
）
に
削
減
さ
れ
た
。
各
地
方
職
員
室
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
は
、 

　
　

定
員
二
名
と
な
っ
た
。

（
22
）労
働
安
全
衛
生
規
則
（
一
九
四
七
年
一
〇
月
制
定
）
に
も
と
づ
き
、
滋
賀
労 

　
　

働
基
準
局
長
か
ら
授
与
さ
れ
た
。
こ
の
規
則
第
一
九
条
で
、
衛
生
管
理
者　

 

　
　

は
、
医
師
と
と
も
に
、
「
健
康
に
異
常
あ
る
者
の
発
見
及
び
処
置
」
「
労
働 

　
　

環
境
衛
生
に
関
す
る
調
査
」
な
ど
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ 

　
　

れ
た
（
労
働
法
規
研
究
会
編
『
労
働
基
準
法
施
行
令
全
集
』
高
島
屋
出
版 

　
　

部
、
一
九
四
八
年
、
一
五
〇
～
一
五
一
頁
）
。

（
23
）「
婦
人
少
年
局
地
方
職
員
室
活
動
状
況
―
昭
和
二
十
三
年
度
」（『
労
働
時
報
』 

　
　

二
巻
七
号
、
二
五
頁
）
。

（
24
）労
働
省
編
『
労
働
行
政
の
は
な
し
』
（
一
九
四
九
年
）
，
一
〇
六
頁
。

（
25
）
奥
居
の
名
刺
（
写
1
参
照
）
の
住
所
は
、
労
働
基
準
局
と
同
一
で
あ
る
。

（
26
）
奥
居
は
、
地
方
職
員
講
習
会
の
参
加
者
の
中
で
、
長
崎
職
員
室
主
任
の
池 
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野
ヒ
サ
と
と
も
に
最
年
少
で
あ
っ
た
（
伊
藤
道
子
「
労
働
婦
人
局
長
と
し

　
　

て
の
山
川
菊
栄
」（
『
横
浜
市
立
大
学
論
叢
人
文
科
学
系
列
』
六
二
巻
三
号
、 

　
　

二
〇
一
一
年
、二
二
〇
頁
参
照
）。婦
人
労
働
課
長
で
あ
っ
た
谷
野
せ
つ
は
、 

　
　

地
方
職
員
室
の
「
職
員
は
、
全
員
が
最
低
二
十
三
歳
か
ら
五
十
七
歳
に
至 

　
　

る
民
間
の
有
職
婦
人
ば
か
り
」
と
、
回
想
し
て
い
る
（
谷
野
せ
つ
「
山
川 

　
　

婦
人
少
年
局
長
と
私
」『
山
川
菊
栄
集
第
七
巻　

月
報
』
岩
波
書
店
、
一
九
八 

　
　

二
年
）。
実
際
は
、
よ
り
若
い
二
〇
歳
前
後
の
職
員
も
い
た
（
前
掲
『
忘
れ 

　
　

ら
れ
た
思
想
家　

山
川
菊
栄
』
、
六
二
八
～
六
二
九
頁
）
。

（
27
）
一
号
（
一
九
四
八
年
九
月
）
。

（
28
）
隅
谷
茂
子
「
労
働
省
婦
人
少
年
局
時
代
」（
思
想
の
科
学
研
究
会
編
『
共
同 

　
　

研
究　

日
本
占
領
軍　

そ
の
光
と
影
』
上
巻
。
現
代
史
出
版
会
、
一
九
七
八 

　
　

年
）
、
二
九
八
頁
。

（
29
）【
平
一
四
内
閣0

0
0
4
7
1
0
0

】
国
立
公
文
書
館
蔵
。

（
30
）
前
掲
『
労
働
行
政
史　

第
二
巻
』
、
一
三
一
七
～
一
三
一
九
頁
。

（
31
）
前
掲
「
労
働
省
婦
人
少
年
局
と
地
方
職
員
室
・
序
説
」
（
三
四
六
頁
）
。

（
32
）『
朝
日
新
聞
滋
賀
版
』
。
ま
た
一
一
月
七
日
の
『
朝
日
新
聞
滋
賀
版
』
に
は
、 

　
　

「
ス
ミ
ス
女
史
、
労
働
よ
り
も
教
育
を
」
の
見
出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て 

　
　

い
る
。

（
33
）
婦
人
少
年
局
の
一
九
四
八
年
度
の
予
算
は
約
二
二
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た　

 

　
　

（
前
掲
「
婦
人
少
年
局
十
年
の
歩
み
」
『
婦
人
と
年
少
者
』
五
巻
九
号
、 

　
　

一
六
頁
）
。

（
34
）
前
掲
「
婦
人
少
年
局
地
方
職
員
室
活
動
状
況
」
、
二
六
頁
の
別
表
２
に
よ　

 

　
　

る
と
、
大
会
開
催
数
四
六
、
参
集
人
員
四
四
、
〇
七
七
で
あ
っ
た
。
全
国 

　
　

の
各
都
道
府
県
で
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

（
35
）『
婦
人
少
年
局
月
報
』
四
号
（
一
九
四
八
年
十
二
月
一
日
発
行
）
。

（
36
）労
働
省
婦
人
少
年
局
『
働
く
少
年
少
女
の
メ
モ　

年
少
労
働
調
査
資
料
第 

　
　

６
集
』
（
一
九
四
九
年
）
、
二
～
四
頁
。

（
37
）
筆
者
は
、
奥
居
か
ら
西
教
寺
で
中
学
校
校
長
を
相
手
に
労
働
基
準
法
に
つ 

　
　

い
て
話
し
た
こ
と
が
あ
る
、
と
聞
い
て
い
た
。

（
38
）労
働
省
婦
人
少
年
局
『
学
び
な
が
ら
働
く
年
少
者　

年
少
労
働
調
査
資
料 

　
　

第
７
集
』
（
一
九
四
九
年
）
。

（
39
）
前
掲
「
労
働
省
婦
人
少
年
局
と
地
方
職
員
室
・
序
説
」（
三
四
四
頁
の
表
４
） 

　
　

に
よ
る
と
、
福
島
職
員
室
と
広
島
職
員
室
も
同
日
付
で
手
紙
を
出
し
て
い 

　
　

る
。

（
40
）
前
掲
「
労
働
省
婦
人
少
年
局
と
地
方
職
員
室
・
序
説
」
（
三
四
四
～
三
四
五 

　
　

頁
）
。

（
41
）『
婦
人
少
年
局
月
報
』
八
号
（
一
九
四
九
年
四
月
一
日
）
。

（
42
）『
朝
日
新
聞
滋
賀
版
』
。

（
43
）『
婦
人
少
年
局
月
報
』
一
〇
号
（
一
九
四
九
年
六
月
発
行
）
。

（
44
）
前
掲
「
婦
人
少
年
局
地
方
職
員
室
活
動
状
況
」
（
二
六
頁
）
の
備
考
に
よ
る 

　
　

と
、
婦
人
少
年
局
及
び
地
方
職
員
室
の
講
演
会
等
の
行
事
の
参
加
人
員
は 

　
　

約
五
六
、
〇
〇
〇
名
で
あ
っ
た
。

（
45
）労
働
省
婦
人
少
年
局
『
婦
人
の
地
位
に
つ
い
て
の
調
査　

1
9
4
9

年
婦
人
週 

　
　

間
調
査
（
婦
人
関
係
資
料
シ
リ
ー
ズN

o
3

）
』（
一
九
五
〇
年
）
、
一
～
二
頁
。　

 

　
　

婦
人
の
地
位
が
戦
前
と
く
ら
べ
て
、
少
し
は
向
上
し
た
、
と
答
え
た
の
が 

　
　

七
〇
％
、
婦
人
の
地
位
を
高
め
る
た
め
に
は
、
婦
人
が
自
覚
し
積
極
性
を 

　
　

持
ち
教
養
を
高
め
る
、
と
答
え
た
の
が
七
四
％
で
あ
っ
た
。

（
46
）『
婦
人
少
年
局
月
報
』
一
一
号
（
一
九
四
九
年
七
月
発
行
）
。

（
47
）
前
掲
『
働
く
婦
人
の
声
』
、
二
四
八
～
二
四
九
頁
。

（
48
）労
働
省
婦
人
少
年
局
『
昭
和
24
年
度
「
働
く
年
少
者
保
護
運
動
」
実
施
状 

　
　

況
報
告
』
な
ど
。

（
49
）
前
掲
「
婦
人
少
年
局
地
方
職
員
室
活
動
状
況
」（
二
六
～
二
七
頁
）
の
別
表
４ 
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に
宣
伝
啓
蒙
活
動
と
し
て
講
師
依
頼
回
数
が
一
〇
四
と
あ
る
が
、
前
述
の　

 

　
　

奥
居
の
西
教
寺
で
の
講
演
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
別 

　
　

表
５
の
質
疑
相
談
事
項
の
一
覧
に
あ
る
よ
う
に
、
相
談
や
「
訴
え
」
の
た
め 

　
　

に
、地
方
職
員
室
を
訪
れ
る
人
は
増
加
し
、多
忙
を
極
め
た
が
、そ
の
都
度
、 

　
　

関
係
機
関
に
連
絡
し
、
円
満
な
解
決
を
図
っ
た
。

（
50
）
婦
人
少
年
局
が
一
九
四
八
年
一
一
月
に
実
施
し
た
『
女
子
の
官
公
庁
職
員　

 

　
　

に
関
す
る
調
査
』
（
一
九
四
九
年
）
に
よ
る
と
、
女
子
の
「
任
官
者
及
同 

　
　

格
者
」
は
、
中
央
官
庁
職
員
で
は
、
一
〇
〇
人
中
、
わ
ず
か
七
・
五
人
（
男 

　
　

子
は
六
三
・
五
人
）
、
雇
員
・
傭
人
が
大
多
数
で
あ
っ
た
（
前
掲
「
労
働
省 

　
　

婦
人
少
年
局
と
地
方
職
員
室
・
序
説
」
参
照
）。
こ
の
調
査
は
、
地
方
職
員 

　
　

室
も
（
奥
居
も
）
か
か
わ
っ
て
い
る
。

（
51
）こ
の
年
（
一
九
五
〇
年
）
の
「
婦
人
週
間
」
の
目
標
は
、「
家
庭
か
ら
、
職　

 

　
　

場
か
ら
、
封
建
性
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
」
で
あ
っ
た
。

（
52
）
一
九
四
九
年
、
婦
人
少
年
局
は
、
ポ
ス
タ
ー
「
先
ず
勇
気
を
出
し
て
発
言 

　
　

し
ま
し
ょ
う
」
、
壁
新
聞
「
働
く
婦
人
よ　

男
子
と
と
も
に
よ
い
発
言
者 

　
　

と
な
り
ま
し
ょ
う　

組
合
を
強
く
す
る
た
め
に
」
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
発 

　
　

言
の
手
帳
―
組
合
婦
人
の
た
め
に
」
な
ど
で
、
女
性
組
合
員
に
、
積
極
的 

　
　

な
発
言
を
促
し
て
い
た
。

　
　
　

 
 

　
　
　
　
　
　

（
や
つ
み
み
・
ふ
み
ゆ
き
／
滋
賀
県
立
高
校
元
教
員
）

─64─



 

 

《
正
誤
》 

51
ペ
ー
ジ
の
後
ろ
か
ら

4
行
目
の
部
分
を
、
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。 

（
誤
）…

滋
賀
県
選
出
社
会
党
代
議
士
堤
ツ
ル
ヨ
が
自
薦
し
て
き
た
が
、
退
け
ら
れ
、 

（
正
）…

後
に
滋
賀
県
選
出
社
会
党
代
議
士
と
な
る
堤
ツ
ル
ヨ
の
自
薦
を
退
け
て
、

 


